
タ
テ
の
カ
ギ

❶
学
割
っ
て
何
の
略
？

❷
機
関
銃
を
英
語
で

❸
難
儀
な
た
た
か
い
。
悪
戦
○
○
○

❹
○
○
は
苦
の
種

❺
コ
メ
を
主
食
と
す
る
こ
と

❻
厳
し
い
自
然
界
の
○
○
○

❾
人
が
死
ん
で
翌
々
年
に
行
う
回
忌

11
疲
労
○
○
○
○

16
い
ま
し
め
告
げ
る
。
○
○
○
○
処

分
18
都
会
の
○
○
○
○
を
避
け
る

20
音
楽
を
楽
譜
に
す
る
こ
と

23
寺
の
台
所
、
庫
裡
と
書
く

25 

こ
の
蔓
に
ナ
ス
は
生
ら
ぬ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
こ
う
な
れ
ば
相
手
と
の
○
○
○
○

○
○
だ

❼
羊
肉
の
角
切
り
を
○
○
に
刺
し
て

焼
い
た
シ
シ
カ
バ
ブ

❽
日
常
よ
く
取
引
し
て
い
る
相
手
方

10

↕
後
攻
め

12
新
し
い
手
口
、
方
法

13
願
い
出
る
こ
と
。
○
○
○
退
職

14
書
物
を
並
べ
置
く
棚
、
書
棚

15
い
た
ず
ら
好
き
の
○
○
○
○
坊
主

17
色
気
よ
り
○
○
○

19

↕
陽
気

21
○
○
銀
銅
メ
ダ
ル
を
独
占

22
魚
籠
。
何
と
読
む
？

24
昔
ふ
う
で
あ
る
こ
と

26
○
○
○
○
を
振
り
絞
っ
て
た
た
か

う
27
遅
刻
し
た
○
○
○
を
言
い
な
さ
い

11

リ レ ー
エ ッ セ イ

（第３種郵便物認可）　おおさか自治体の仲間　2008年12月15日　第239号 ６７ 2008年12月15日　第239号　おおさか自治体の仲間　（第３種郵便物認可）

新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　子どもを有害情報から守る手段として注目されているサービス。掲示板などを監視して悪質な書き込
みを発見し、削除依頼や関係者への報告などを行います。携帯電話を持つ青少年は中学生３年生で62
％、高校生で93％という調査結果もあります。子どもが、いじめや犯罪に巻き込まれないようにするサ
ービスですが、あくまでも対症療法に過ぎません。

サイト監視
サービス

カイシユウ コシ
ン ユウシヨウキ
シユウリ メシタ
ヨヨカ カ ヤリ
セカンドバツグ
ンハシンヤ チカ
セジオツキヨイギ
インロウ キヨリ

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
ひ
と
こ
と
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
1
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
２
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
８
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
シ
ュ
ウ
ギ
イ

ン
セ
ン
キ
ョ（
衆
議
院
選
挙
）」
で
し

た
。
各
職
場
か
ら
51
通
の
解
答
を
頂
き

ま
し
た
。
抽
選
で
次
の
５
人
の
み
な
さ

ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。（
敬

称
は
省
略
し
ま
す
）
▼
作
田
孝
子
（
大

阪
府
職
労
）
▼
杉
本
勉
（
堺
市
職
労
）

▼
高
萩
朋
幸
（
八
尾
市
職
労
）
▼
中
森

や
よ
い
（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
大
原
民

子
（
枚
方
市
職
労
）

10月号の解答
「シュウギインセンキョ」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：２兆円の経済効果はあるの？

　家庭で生じた廃油でつくるロウソクのこと。濾（こ）した廃油、廃油凝固材、小容器、タコ糸で作り
ます。フライパンで廃油を温め、凝固剤を混ぜ、固まらないうちに容器に移します。あとはキャンドル
の芯となるタコ糸を固まりかけの廃油に立てるだけでOK。クリスマスの夜にエコキャンドルを灯して
みては？

エコキャンドル

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて◆◆読者の声読者の声◆◆

■
府
下
の
自
治
体
も
大
変
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
ね
。
わ

が
守
口
市
も
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

給
料
も
減
額
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
財
政
健
全
に
が
ん
ば

ろ
う
…
。

 

加
藤
喜
代
志
（
守
口
市
職
労
）

■
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」
10
月
号
で
紹
介
さ
れ
た

守
口
市
職
労
の
活
動
を
読
み
ま
し
た
。
市
民
の
声
に
傾
聴

・
共
感
し
、
予
見
力
を
発
揮
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
へ
と
活
動
し
て
い
る
姿
は
、
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
ま

す
。　
　

 

阪
口
悦
子
（
大
阪
府
職
労
）

■
橋
下
知
事
登
場
以
来
、
府
民
に
不
安
を
与
え
る
こ
と
ば

か
り
。
本
当
に
教
育
・
医
療
・
福
祉
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
市
立
松
原
病
院
廃
止
も
、
本
当
に
地
域
の
医
療

を
守
る
気
が
あ
る
の
か
？

 

川
畑
シ
ノ
ブ
（
八
尾
市
職
労
）

■
日
本
の
四
季
。
冬
の
到
来
。
自
然
の
厳
し
さ
と
仲
良
く

つ
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
…
ね
。
温

泉
め
ぐ
り
等
、
楽
し
み
た
い
‼

 

木
邨
忠
司
（
寝
屋
川
市
職
労
）

■
師
走
で
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
仕
事
が
で
き
る
体
力
と

健
康
に
感
謝
し
て
い
る
今
頃
の
私
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
も
出
題
が
む
つ
か
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
が

ん
ば
り
ま
す
。

 

緒
方
信
仁
（
堺
市
職
労
）

全労連結成大会（1989年11月21日）

　大阪自治労連は2009年１月14日で結成20周年を迎えます。歴史的
な節目の年にあたり、これまで自治労連の運動を担ってきた歴代の
労働組合役員の方々に、20周年への思いをリレーエッセイで語って
いただきます。（本号より連載開始）

猿橋　眞猿橋　眞さんさん
（大阪自治労連顧問・元全労連副議長）（大阪自治労連顧問・元全労連副議長）

　1930 年生まれ。岸和田市職労青年部を皮
切りに衛都連運動に参加。衛都連委員長、統
一労組懇代表委員、全労連副議長を務め、40
年にわたって大阪と全国の労働運動を指導さ
れてこられました。

　

大
阪
自
治
労
連
結
成
20
周
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
の
結
成
は
、

全
労
連
、
自
治
労
連
結
成
と
絶

対
に
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

つ
い
に
全
労
連
推
薦
の

中
央
労
働
委
員
が
誕
生

　

全
労
連
の
結
成
は
、
日
本
の

労
働
組
合
運
動
の
歴
史
的
転
機

を
生
み
出
し
ま
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
、
自
民
党
政
府
は
、
全
労

連
を
「
認
知
せ
ず
」
と
い
い
、

中
央
労
働
委
員
会
の
労
働
委
員

を
は
じ
め
、
各
種
の
審
議
会
委

員
で
「
連
合
」
独
占
体
制
を
つ

く
る
な
ど
不
当
な
措
置
を
と
っ

て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
早
晩
崩
れ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
現
に
、
政

府
は
中
央
労
働
委
員
会
の
労
働

者
委
員
に
全
労
連
の
推
薦
す
る

全
医
労
・
前
副
委
員
長
で
あ
っ

た
淀
房
子
さ
ん
を
任
命
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
１
９
８
９
年
の

全
労
連
、「
連
合
」
の
結
成
と

い
う
労
働
戦
線
再
編
後
、
初
め

て
の
出
来
事
で
あ
り
、「
連

合
」
独
占
の
一
角
を
突
き
崩
し

た
も
の
で
す
。
現
在
、
非
「
連

合
」
の
労
働
組
合
が
推
薦
す
る

労
働
委
員
は
、
大
阪
の
岩
佐
さ

ん
（
元
大
阪
労
連
議
長
）
を
は

じ
め
、
宮
城
、
埼
玉
、
千
葉
、

東
京
、
京
都
、
和
歌
山
、
長

野
、
高
知
の
９
都
府
県
に
達
し

て
い
ま
す
。

労
働
組
合
の
原
則
を

つ
ら
ぬ
く
道
に
未
来
が

　

全
労
連
の
結
成
は
、「
連
合
」

傘
下
の
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、

未
組
織
労
働
者
を
ふ
く
め
日
本

の
す
べ
て
の
労
働
者
の
利
益
を

擁
護
し
て
た
た
か
う
こ
と
を
そ

の
任
務
と
す
る
、
本
来
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
も

つ
労
働
組
合
が
わ
が
国
に
初
め

て
誕
生
し
た
も
の
で
す
。

　

全
労
連
は
、
労
働
組
合
の
基

本
的
な
三
つ
の
原
則
、
す
な
わ

ち
「
資
本
か
ら
の
独
立
」「
政

党
か
ら
の
独
立
」「
一
致
す
る

要
求
に
も
と
ず
く
行
動
の
統

一
」
を
堅
持
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
で
す
。
全
労
連
の
結

成
こ
そ
が
、
わ
が
国
の
労
働
戦

線
統
一
の
母
体
の
誕
生
を
意
味

し
て
い
る
こ
と
も
明
確
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

大
阪
自
治
労
連
の
誕
生
は
、

こ
の
日
本
の
労
働
運
動
の
新
し

い
局
面
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で

あ
り
、
こ
の
前
進
方
向
に
こ

そ
、
未
来
が
あ
る
こ
と
を
確
信

す
る
も
の
で
す
。

全
労
連・自
治
労
連
は
、す
べ
て
の

全
労
連・自
治
労
連
は
、す
べ
て
の

労
働
者
の
守
り
手
と
し
て
誕
生
し
た

労
働
者
の
守
り
手
と
し
て
誕
生
し
た

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10 11 12

13 14

15 16 17 18

19 20 21

22 23 24 25

26 27

〈集めた掛金はこうなる〉

ほとんどが
会社のもう
けや宣伝費
に！　　　

70％以上が
給付や還元
金に充てら
れる！　　

儲け最優先！ もうけなくていい！

だから
私たちは自治労連共済！

30％以下30％以下 70％以上70％以上


